


�������	
������� �

�������	�������	


�������	
�������	
��
�������	
�

�������	
��

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　農道の交通の安全性向上を図
るため、補修工事費を計上する
ものです。
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　当初予算に不足する修繕料を
増額計上するものです。
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　国の経済危機対策の一環とし
て実施される、景気後退下での
子育て家庭に対する、生活安心
の確保対策として、子育て応援
特別手当とその事務費を計上す
るものです。
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　町道の交通の安全性向上を図
るため、２９ヶ所の工事費を計上
するものです。
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　１０年以上除間伐が実施されて
いない町有林を整備するため計
上するものです。
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　丸池湧水販売事業を行う商工
会へ運営補助として計上するも
のです。
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　平成21年11月21日で全線開業
100周年を迎える肥薩線の記念
事業に対する事業補助として計
上するものです。
　この事業は、肥薩線の歴史を
振り返ると同時に、沿線全域の
交流人口の拡大と地域産業の振
興並びに地域の活性化を図るこ
とを目的に実施されます。
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　第三回定例会は９月１０日招集され、１０月８日までの２９日間の会期で開催されました。
　今定例会では、平成２１年度一般会計補正予算、特別会計補正予算及び水道事業会計
補正予算のほか、条例改正の可決と平成２０年度の各会計の決算を認定し、陳情２件を
採択しました。
　一般質問では、議員４名が９項目について質問しました。

　城山第１グラウンドを整備す
るため表層等の整備工事費を計
上するものです。
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　伊佐湧水消防組合が、老朽化
に伴い更新整備する高規格救急
車の導入事業費３，０９９万８，０００円
に対する構成市町の負担分を特
別負担金として計上するもので
す。
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　栗野岳ログ・キャンプ村の利
用促進と施設の充実を図るため、
バンガロー３棟の建設工事費を
計上するものです。
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　伊佐湧水消防組合が、老朽化に伴い更新整備す
る高規格救急車の導入事業費３，０９９万８，０００円に対
する構成市町の負担分を特別負担金として計上す
るものです。
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　栗野岳ログ・キャンプ村の利用促進と施設の充
実を図るため、設計費とバンガロー３棟の建設工
事費を計上するものです。
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結果提案理由等議案等

�
地方自治法第２４３条の３第２項の規定による鹿児島県市町村土地開発公
社の経営状況について報告するもの。

鹿児島県市町村土地開発公社
の経営状況の報告について
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�
地方自治法第２４３条の３第２項の規定により湧水町土地開発公社の経営
状況について報告するもの。

湧水町土地開発公社の経営
状況の報告について
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�
地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定に基づき、
平成２０年度湧水町健全化判断比率の４指標を、報告するもの。

平成２０年度湧水町健全化判
断比率の報告について
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�
地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定に基づき、
平成２０年度湧水町水道事業会計資金不足比率を報告するもの。

平成２０年度湧水町水道事業会計
資金不足比率の報告について
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歳入　７１億４３１８万５０５円
歳出　６８億２３１４万９０５９円
差引　３億２００３万１４４６円

平成２０年度湧水町一般会計
歳入歳出決算の認定につい
て
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歳入　１５億８８４１万８４９１円
歳出　１５億４６２９万８１９７円
差引　４２１２万２９４円

平成２０年度湧水町国民健康
保険事業特別会計歳入歳出
決算の認定について
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歳入　２億４０２６万２４８３円
歳出　２億２７２９万２１６７円
差引　１２９７万３１６円

平成２０年度湧水町老人保健
事業特別会計歳入歳出決算
の認定について
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歳入　１０億７３８２万１２６円
歳出　１０億６１４０万８０６４円
差引　１２４１万２０６２円

平成２０年度湧水町介護保険
事業特別会計歳入歳出決算
の認定について
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歳入　１億２９５２万７６５１円
歳出　１億２９１１万１５１円
差引　４１万７５００円

平成２０年度湧水町後期高齢
者医療事業特別会計歳入歳
出決算の認定について
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給水収益　　　１億６２１３万９２２１円
当年度純利益　１１４万４２９０円

平成２０年度湧水町水道事業会計
歳入歳出決算の認定について
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小型動力ポンプ付積載車１台と小型動力ポンプ積載車１台の軽トラック
を取得したいため、地方自治法第９６条第１項第８号及び湧水町議会の議
決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定に
より、議会の議決を求めるもの

財産の取得について� �
����

平成２０年度地域活性化・生活対策臨時交付金事業により、ふるさとバス
２台を取得したいため、地方自治法第９６条第１項第８号及び湧水町議会
の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規
定により、議会の議決を求めるもの。

財産の取得について� �
����

平成１７年度から平成２１年度までの過疎地域自立促進計画の一部を変更し
たいため、過疎地域自立促進特別措置法第６条第６項の規定により、議
会の議決を求めるもの。

湧水町過疎地域自立促進計
画の変更について
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本年１０月１日から平成２３年３月３１日までの特例措置として、出産育児一
時金を暫定的に、現行の３５万円から３９万円に改正し、産科医療補償制度
に加入する医療機関等で出産する場合の医療機関掛金相当額３万円を上
限として加算した額を支給しようとするもの。

湧水町国民健康保険条例の
一部を改正する条例の制定
について
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歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２億２１７６万１０００円を追加し、歳入歳
出予算の総額を歳入歳出それぞれ７５億７１４９万７０００円とするもの。

平成２１年度湧水町一般会計
補正予算（第５号）
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歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３２８万１０００円を追加し、歳入歳出
予算の総額を歳入歳出それぞれ１６億４６０３万７０００円とするもの。

平成２１年度湧水町国民健康保険
事業特別会計補正予算（第２号）
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歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４８１万９０００円を減額し、歳入歳
出予算の総額を歳入歳出それぞれ３８３３万３０００円とするもの。

平成２１年度湧水町老人保健事
業特別会計補正予算（第１号）

� �
����

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２０万円を追加し、歳入歳出予算
の総額を歳入歳出それぞれ１億４７４１万４０００円とするもの。

平成２１年度湧水町後期高齢
者医療事業特別会計補正予
算（第１号）
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事業執行等に伴う営業費用の増減と、河川改修等による工事費等に係る
補正が主なもの

平成２１年度湧水町水道事業
会計補正予算（第３号）
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患者負担を少なくとも２割へ軽減させるよう対策を講じ、より良質な歯
科医療ができるように少なくとも１０％診療報酬を引き上げるよう意見書
を政府に提出して頂きたい。

保険でよい歯科医療の実現
を求める意見書を政府に提
出することを求める陳情書
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抜本的改良工事をなし、災害・事故のない生活ができるよう自治会住民
の署名を添えて陳情する。

水上原一号線（幸田地区）町
道改修工事早期着工に関す
る陳情書
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陳情第６号を受け意見書を政府へ提出するもの。保険でよい歯科医療の実現
を求める意見書

� �
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　路肩の沈下や石垣の膨らみなど危険の度合いが増加し、大雨の後は流
末が民有地に流入する。また大型車が通るその傾いた路肩を電動車イス
が通行し、いつ惨事が起きても不思議でない状況であることから、本路
線の抜本的改良工事をなして頂きたい。用地に関しては地権者の了解も
得ている。

���
　安全性を考えると計画的に事業として予算化すべきであ
る。
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　患者負担を少なくとも２割へ軽減させるよう対策を講じ、より良質な
歯科医療ができるように少なくとも１０％診療報酬を引き上げるよう意見
書を提出して頂きたい。

　歯科受診の自己負担は増大し、患者の歯科受診の障害に
なっている。特に低所得者・低資産層においてはお金の
心配なしに受診できるよう患者負担を減らす必要がある。
（陳情を受け政府へ意見書を提出）
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（円）
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１億２，９５２万７，６５１円１０億７，３８２万１２６円２億４，０２６万２，４８３円１５億８，８４１万８，４９１円７１億４，３１８万５０５円����

１億２，９１１万１５１円１０億６，１４０万８，０６４円２億２，７２９万２，１６７円１５億４，６２９万８，１９７円６８億２，３１４万９，０５９円����

４１万７，５００円１，２４１万２，０６２円１，２９７万３１６円４，２１２万２９４円３億２，００３万１，４４６円� � �

０円０円０円０円８，５６８万５，０００円����

����

４１万７，５００円１，２４１万２，０６２円１，２９７万３１６円４，２１２万２９４円２億３，４３４万６，４４６円�����
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３億４０１万９，７７３円２億５，８２４万５，８５３円２億３９８万８，３９２円２億７６１万４，４５６円
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　平成２０年度湧水町一般会計・特別会計歳入歳出決算について、決算書、主要施策成果説明

書、審査資料等に基づいて、７日間で４０時間をかけて室内審査及び現地調査（抽出）した結

果、本町の歳入歳出決算状況は予算編成に基づき効率的に執行され、所期の成果を収め、財

政運用状況も概ね良好であると認定いたしました。
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・地方税の増額：法人税割分の増加

・地方交付税の増額：国の施策に伴う交付税の増

・繰入金の減額：財政調整基金・減債基金・地域づくり基金の繰り入れがなかった。

・地方債の減額：災害復旧事業債及び臨時地方道整備事業債の減額

����

・人件費の減額：職員給の減額、退職手当組合負担金の減額

・公債費の減額：約４億５千万円の返済。今後も緩やかに減少していく予定

・投資的経費の減額：前年度は大規模な災害復旧事業及び桶寄川排水機場整備事業等があっ

たが、２０年度は該当する事業がなかった。
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����管理運営のための補助金で、国と同額の６２０万円であります。２０年度末会員数が１２５名、
２０年度契約金額５１２７万７７９２円。

����運営補助金の使用目的は主に何か。
����主に人件費等に充てています。受託費の１０％は事務費としてもらっていますが、とても

それだけでは運営できません。シルバー人材センターを円滑に運営するためのもので
す。 

����くりの図書館の図書購入が主なもので、一般図書３，０４１冊、児童図書１，６０８冊、ビデオ
６９点分であります。（住民一人当たりの貸し出し冊数は、本年度も県内では突出して１
位であります。

����ビデオの単価が高いと察するが、どのようなものか。
����アニメ、教育関係、一般的邦画・洋画などに分類して、なるべく偏らないように構成し

て購入しています。一般なものからすると視聴覚ビデオは約３倍の価格であり、中には
著作権の関係から１５分くらいの内容で２万７千円ほどするものもあります。 

����いきいきセンターくりの郷の温泉設備，研修室、町民ホール、テニスコート等の管理運
営を行うものです。（歳入合計約３，４５０万円）

����施設も古くなれば修繕費等も多くなり経費も係る。これ以上の赤字はよろしくない。今
後の運営の中で歳入を増やすといった具体的な対策はあるのか。

����利用者（収入）関係については、町内は横ばいですが、町外が減少しています。利用者
増はなかなか難しいですが、図書館、物産館とも連携をとって検討していきたいと思い
ます。 
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����休日、夜間における住民の医療の確保に対する関係団体への支援で、姶良郡医師会と姶
良郡歯科医師会への補助金及び負担金であります。

����病気やケガで緊急を要することが多々ある。本町の病院に在籍されている先生方に居住
していただければ多いに助かるのだが、その要望は。

����年に１回だけ予防接種等の日程調整のため、先生方と協議する場があるので、相談をす
る検討をしたいと思います。 

������ �������

����健康増進法及び高齢者の医療の確保に関する法律に基づく、生活習慣病予防等のための
事業で、内容は胃がん、子宮がん、乳がん、肺がん、大腸がん等の検診及び健康教室の
開催であります。

����国の指針で特定健診の受診率を平成２４年度までに達成率６５％目標と示してあるが、本町
の現状は約２９％である。今後において目的達成に向けた施策はあるのか。

����２０年度からの５年間でそれぞれ１年毎の受診率目標を掲げていますが、初年度は３５％の
目標を達成できませんでした。今後はメタボ等に効果のあった方々の体験記などを広報
で活用し、健診の必要性を訴えていきたいと思います。また、町民の方々が受けようと
いう気持ちになれるよう他市町村の良い事例なども参考にして対策を検討してまいりま
す。 
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いきいきセンターくりの郷の温泉設備、研修室、町民ホール、テニスコート等の管理運
営を行うものです。（歳入合計約３，４５０万円）
施設も古くなれば修繕費等も多くなり経費も係る。今後の運営の中で歳入を増やすとい
った具体的な対策はあるのか。
利用者（収入）関係については、町内は横ばいですが、町外が減少しています。利用者
増はなかなか難しいですが、図書館、物産館とも連携をとって検討していきたいと思い
ます。
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休日、夜間における住民の医療の確保に対する関係団体への支援で、姶良郡医師会と姶
良郡歯科医師会への補助金及び負担金であります。
病気やケガで緊急を要することが多々ある。本町の病院に在籍されている先生方に居住
していただければ多いに助かるのだが、その要望は。
年に１回だけ予防接種等の日程調整のため、先生方と協議する場があるので、検討した
いと思います。

くりの図書館の図書購入が主なもので、一般図書３，０４１冊、児童図書１，６０８冊、ビデオ６９
点分であります。（住民一人当たりの貸し出し冊数は、本年度も県内では突出して１位で
あります。）
ビデオの単価が高いと察するが、どのようなものか。
アニメ、教育関係、一般的邦画・洋画などに分類して、なるべく偏らないように構成し
て購入しています。一般なものからすると視聴覚ビデオは約３倍の価格であり、中には
著作権の関係から１５分くらいの内容で２万７千円ほどするものもあります。



�������	
��������

����区画整理事業は、路線・場所ごとに事業名が違い、交付金事業、地方特定道路単独事業、
単独事業に分けて行われています。住環境や排水路等の整備、宅地の利用促進が図られ
ています。

����区画整理事業を早く終わらせるためには町費の予算増額を図る方法しかないのか。また
この事業を中断することができるのか。

����現在は補助金を率先して活用しているので、今後は町費の予算次第で事業の進捗が前後
します。早い完成を要望される町民も多いので、庁舎内で協議し予算の確保に努めて努
めていきたいと思います。またこの事業は途中で止めることも可能でありますが、その
時点で事業完成とみなされて、再度の補助金は受けられません。 
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平成２０年度財政状況の総括
　平成２０年度は、決算規模（歳入・歳出総額）、決算数値（財政力指数、経常収支比率、公債
費比率等）、地方債（借入）残高において前年度を下回り、積立金現在高においては前年度を
上回る結果となりました。この結果をふまえると財政状況が少しずつ改善されつつあると言
えます。ただし、この状況を維持向上させるためには，長期的な視野で行財政運営を考慮す
ることと、今後においても継続した取り組みを行うことが必要であります。
　本町の現状は、これまでと変わらず自主財源が少なく依存財源に頼った歳入構造と、公債
費などの経常経費の割合が高い歳出構造は本年度も変わっておらず、この財政構造の改善強
化が大きな課題となっております。
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����主なものは、小規模排水対策事業で水田対策推進に伴う排水対策の一環として原材料等
を支給し、転作目標面積の達成と転作作物の反収引き上げと定着を図るためのものです。

����転作事業対策の効果は。また問題点や今後の取り組みはどうなるか。
答弁転作につきましては、目標が耕作面積でありまして１００％を達成しています。ただ、
転作先進地と比較すると転作物における利益の分野で遅れをとっていると感じています。

����別で環境の違いはありますが、転作で利益が出る対策を今後において考慮していきたい
と思います。 
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����鉄筋コンクリート３階建で、床面積が約３０３０�、２０年度末で事業全体の２０％の出来高で
ありました。

����解体工事で発生した産廃処理の確認は確実に実施されたか。
����当然のことながら解体工事にも関係法令があります。建設副産物適正処理推進要項に基

づいてマニフェストを提出させ、最終処分業者が確実に確実に処分しましたという証明
書を添えて報告する仕組みになっていますので、適正な処理が実施されています。 
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����すばらしい景観を維持することを目的に、藻の除去作業を簡易にするためのものです。
砂８００�、栗石４７０�を池の中に敷き詰めています。これからも川添地区や建設会社の
方々からボランティアをもらいながら藻を除去し、景観の維持に努めていきます。

����池周辺の雑草除去作業等についてはどうしているのか。
����ソーメン流し周辺については組合の方々にお願いしています。散策道についても同じで

あります。 
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主なものは、小規模排水対策事業で水田対策推進に伴う排水対策の一環として原材料等
を支給し、転作目標面積の達成と転作作物の反収引き上げと定着を図るためのものです。
転作事業対策の効果は。また問題点や今後の取り組みはどうなるか。
転作につきましては、目標の耕作面積に対して１００％達成しています。ただ、転作先進地
と比較すると転作物における利益の分野で遅れをとっていると感じています。地域別で
環境の違いはありますが、転作で利益が出る対策を今後において考慮していきたいと思
います。
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区画整理事業は、路線・場所ごとに事業名が違い、交付金事業、地方特定道路単独事業、
単独事業に分けて行われています。住環境や排水路等の整備、宅地の利用促進が図られ
ています。
区画整理事業を早く終わらせるためには町費の予算増額を図る方法しかないのか。また
この事業を中断することができるのか。
現在は補助金を率先して活用しているので、今後は町費の予算次第で事業の進捗が前後
します。早い完成を要望される町民も多いので、庁舎内で協議し予算の確保に努めてい
きたいと思います。またこの事業は途中で止めることも可能でありますが、その時点で
事業完成とみなされて、再度の補助金は受けられません。

鉄筋コンクリート３階建で、床面積が約３０３２�、２０年度末で事業全体の２０％の出来高で
ありました。
解体工事で発生した産廃処理の確認は確実に実施されたか。
当然のことながら解体工事にも関係法令があります。建設副産物適正処理推進要網等に
基づいてマニフェストを提出させ、最終処分業者が確実に処分しましたという証明書を
添えて報告する仕組みになっていますので、適正な処理が実施されています。
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り
組
み
を
望
む
。
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①
水
資
源
地
の
保
護
対
策
に

つ
い
て

②
副
町
長
の
設
置
に
つ
い
て

森
林
の
教
育
機
能

に
つ
い
て
２
点
教

育
委
員
長
の
見
解
を
伺
う
。

�
自
然
科
学
的
・
社
会
科
学

的
教
育
機
能
に
つ
い
て

森
林
の
持
つ
多
機
能

性
、
循
環
性
、
持
続

性
と
い
っ
た
特
徴
は
、
児
童

・
生
徒
に
と
っ
て
は
、
お
い

し
い
水
の
提
供
、
野
生
動
物

の
す
み
か
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

や
遊
び
の
場
等
に
つ
な
が
り
、

学
校
教
育
に
も
重
要
な
関
わ

り
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

自
然
科
学
的
に
は
、
児
童

・
生
徒
が
森
林
に
触
れ
た
り
、

森
林
に
学
ん
だ
り
す
る
こ
と

で
、
自
然
の
成
り
立
ち
や
在

り
方
に
係
る
興
味
・
関
心
を

促
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

社
会
科
学
的
に
は
、
人
間

と
森
林
の
か
か
わ
り
を
意
識

さ
せ
る
こ
と
で
自
然
と
の
共

生
の
大
切
さ
を
理
解
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
と
同
時
に
、

循
環
型
社
会
構
築
の
必
要
性

の
意
識
を
培
う
こ
と
に
も
つ

な
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
お

り
ま
す
。�

森
林
の
教
育
機

能
と
町
教
育
行
政

の
現
状
、
今
後
の
あ
り
方
に

つ
い
て

学
校
で
の
森
林
に

関
す
る
教
育
を
推

進
す
る
こ
と
で
、
児
童
生
徒

は
森
林
・
林
業
の
重
要
性
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
さ
ら

に
自
然
災
害
防
止
や
地
球
温

暖
化
防
止
と
し
て
の
森
林
の

役
割
や
、
森
林
整
備
の
必
要

性
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
学
習
内
容
は
、

社
会
科
や
理
科
等
の
教
科
で

の
学
習
、
そ
し
て
生
活
科
や

総
合
的
な
学
習
時
間
等
に
取

り
組
む
こ
と
が
可
能
で
あ
り

ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
踏

ま
え
、
各
学
校
で
は
森
林
と
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の
関
連
を
含
め
、
地
球
全
体

の
自
然
に
視
点
を
当
て
な
が

ら
「
環
境
教
育
」
を
推
進
し

て
お
り
ま
す
。

体
験
学
習
は
、
次
世

代
を
担
う
後
継
者
の

育
成
に
役
立
つ
。
積
極
的
取
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一
級
町
道
北
方
本
線

及
び
植
村
本
城
線
の

両
路
線
は
改
良
済
み
で
あ
る

が
、
架
設
さ
れ
て
い
る
「
湯

穴
橋
」「
上
村
橋
」「
二
渡

橋
」
の
橋
り
ょ
う
部
が
狭
小

で
交
通
安
全
上
危
険
で
あ
る

と
考
え
る
。
両
路
線
と
も
本

町
の
基
幹
的
町
道
で
あ
る
。

計
画
的
に
整
備
す
る
考
え
は

な
い
か
伺
う
。

一
級
町
道
北
方
本

線
は
延
長
３ 

３

１
２
ｍ
で
あ
り
、
湯
穴
橋
は

一
級
河
川
竹
下
川
に
昭
和　
３７

年
に
架
設
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
ま
す
。
植
村
本
城
線
は
延

長
５ 

５
２
０
ｍ
で
上
村
橋

は
一
級
河
川
上
村
川
に
昭
和

　

年
３
月
に
架
設
さ
れ
て
お

５１り
、
二
渡
橋
は
一
級
河
川
幸

田
川
に
昭
和　

年　

月
に
架

４３

１２

設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

架
設
後　

年
か
ら　

年
を
経

３３

４７

過
し
た
橋
で
い
ず
れ
の
橋
も

道
路
改
良
区
間
と
し
て
過
疎

計
画
で
整
備
箇
所
と
し
て
搭

載
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
特

に
湯
穴
橋
に
つ
い
て
は
豪
雨

時
に
竹
下
川
の
氾
濫
に
よ
り

水
没
す
る
こ
と
か
ら
道
路
整

備
と
併
せ
て
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
な
お
植
村
本
城
線

の
起
点
か
ら
上
村
橋
、
二
渡

橋
ま
で
の
道
路
に
つ
い
て
は

道
路
改
良
で
歩
道
の
整
備
が

な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
昨
今

の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

こ
れ
ら
の
橋
の
架
け
替
え
に

つ
い
て
は
多
額
の
工
事
費
を

必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
、
早

急
な
整
備
は
難
し
い
状
況
で

す
。
整
備
に
つ
い
て
総
合
的

に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

田
尾
原
塔
ノ
原
に

分
譲
住
宅
団
地
が

完
成
し
、
総
区
画
数　

の
う

７１

ち　

区
画
が
販
売
さ
れ
、
そ

５８
の
う
ち　

区
画
で
住
宅
が
建

３２

設
さ
れ
１
０
３
名
の
自
治
会

員
で
轟
小
児
童　

名
中　

名

６８

１６

が
在
学
し
て
い
る
。
し
か
し
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自
治
会
の
会
議
を
開
く
に
も

自
治
公
民
館
が
な
い
た
め
、

個
人
宅
か
地
区
の
集
会
所
を

借
り
て
会
議
等
を
行
っ
て
い

る
状
況
で
あ
る
。
何
ら
か
の

形
で
自
治
公
民
館
を
建
設
で

き
な
い
か
伺
う
。

搭
ノ
原
自
治
会
は

町
内
外
か
ら
定
住

さ
れ
協
働
し
て
自
治
会
活
動

に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

ま
た
一
般
の
自
治
組
織
と
は

形
態
が
違
う
面
も
あ
り
単
独

で
の
建
設
は
難
し
い
面
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。
今
後
自
治

会
と
話
し
合
い
を
も
ち
建
設

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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緊
急
的
な
対
応
で

農
家
の
方
々
へ
の

周
知
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い

面
が
あ
り
ま
す
の
で
再
度
周

知
を
図
り
被
害
の
防
止
に
努

め
、
国
・
県
の
防
護
柵
の
設

置
事
業
等
を
導
入
し
た
対
策

を
講
じ
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
集
団
発
生
が
予

想
さ
れ
る
が
、
行
政
と
し
て

ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
る

考
え
か
。
ま
た
緊
急
事
態
と

し
て
の
対
応
策
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

医
療
機
関
や
保
健

所
等
の
関
係
機
関

と
連
携
し
て
そ
の
対
策
に
努

め
る
と
と
も
に
、
教
育
委
員

会
と
情
報
を
共
有
し
て
対
応

が
遅
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う

努
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
緊

急
事
態
に
備
え
て
、
防
護
服

や
マ
ス
ク
・
消
毒
液
の
備
蓄

を
さ
ら
に
進
め
て
参
り
ま
す
。
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豊
富
な
湧
水
や
栗

野
岳
農
業
用
水
路

を
活
用
し
た
小
水
力
発
電
施

設
設
置
の
事
業
構
想
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。
ま
た
二
酸
化

炭
素
の
排
出
抑
制
に
よ
る
地

球
温
暖
化
防
止
の
一
環
と
し

て
の
取
り
組
み
も
重
要
課
題

と
考
え
る
が
、
町
長
の
所
見

を
伺
う
。小

水
力
発
電
に
は

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が

極
端
に
少
な
く
再
生
可
能
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
と
考
え

ま
す
が
、
施
設
の
設
置
及
び

維
持
管
理
、
設
置
管
理
者
等

課
題
も
多
く
、
ま
た
国
策
と

し
て
取
り
組
む
課
題
で
も
あ

り
、
直
接
的
な
発
電
施
設
設

置
の
事
業
構
想
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。落

差
及
び
条
件
の
整

っ
た
栗
野
岳
水
路
日

添
地
区
の
開
拓
入
植
者　

戸
３０

数
が
利
用
し
て
い
た
発
電
所

跡
地
の
農
業
用
水
路
等
を
活

用
し
た
発
電
計
画
に
つ
い
て

町
長
の
見
解
を
伺
う
。

水
利
権
の
問
題
な

ど
あ
り
ま
す
が
、

条
件
が
整
え
ば
検
討
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。 

経
済
危
機
対
策
臨

時
交
付
金
で
サ
ル

・
シ
カ
被
害
対
策
が
講
じ
ら

れ
た
が
現
状
は
ど
う
か
。
ま

た
増
え
続
け
る
シ
カ
対
策
を

ど
の
よ
う
に
講
じ
る
考
え
か

伺
う
。
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衆
院
選
で
強
調
さ

れ
た
地
方
分
権
の

行
政
や
住
民
の
メ
リ
ッ
ト
や

意
義
と
実
現
の
た
め
の
課
題

や
対
応
策
を
伺
う
（
住
民
参

画
の
観
点
で
）

地
方
分
権
が
進
み

道
州
制
に
な
り
県

境
を
越
え
た
広
域
自
治
体
な

ど
が
生
ま
れ
、
広
域
防
災
体

制
も
可
能
な
ど
様
々
な
意
義

や
メ
リ
ッ
ト
が
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
本
町
で
は
地
域
ニ
ー

ズ
に
対
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
展
開
の
た
め
議
会
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
住
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
広
域

行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

副
町
長
の
選
任
・
組

織
の
再
編
な
ど
住
民

の
期
待
と
不
安
の
払
拭
と
職

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上

の
た
め
に
も
早
急
な
対
応
を

伺
う
。

副
町
長
の
選
任
は
検

討
中
で
あ
り
、
組
織

再
編
は
策
定
中
で
す
。
職
員

は
や
る
気
を
持
っ
て
い
ま
す
。

町
内
に
お
け
る
民
間

の
産
廃
施
設
開
発
の

概
要
や
必
要
性
及
び
公
害
対

策
等
に
つ
い
て
行
政
機
能
と

義
務
的
観
点
か
ら
経
過
や
状

況
等
情
報
（
知
る
権
利
）
提

供
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

産
廃
処
理
業
者
が
県

と
協
議
中
で
あ
る
と

聞
い
て
い
ま
す
が
、
現
在
の

と
こ
ろ
本
町
に
県
か
ら
の
協

議
は
あ
り
ま
せ
ん
。

住
民
や
議
会
が
賛
否

の
対
立
状
況
に
な
っ

て
は
な
ら
な
い
。
国
や
県
の

基
準
を
高
い
レ
ベ
ル
で
越
え

た
循
環
型
必
要
施
設
で
あ
る

と
か
、
前
述
の
概
要
や
国
の

環
境
関
連
法
や
県
の
環
境
基

本
条
例
・
農
地
法
・
環
境
型

地
域
活
性
化
や
隣
接
市
町
な

ど
広
域
連
携
も
図
っ
た
手
続

き
な
ど
住
民
の
対
立
で
な
い

価
値
の
共
有
で
最
終
判
断
で

き
る
よ
う
調
査
研
究
し
情
報

提
供
し
て
頂
き
た
い
。

地
方
分
権
や
住
民
参
画
事
例

に
も
な
り
、
町
長
一
人
が
苦

労
判
断
す
る
必
要
も
な
い
。 
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私
な
り
の
責
任
と
い

う
の
が
あ
り
ま
す
の

で
、
自
分
の
体
験
を
通
じ
な

が
ら
次
の
対
応
を
ど
う
す
る

か
と
い
う
の
は
自
分
な
り
に

考
え
て
お
り
ま
す
。
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結果提案理由等議案等

平成２１年６月２９日に鹿児島地方裁判所加治木支部に提出
された、森のやかた湯ったり館管理組合の委託契約料支払
請求事件に緊急に対応するため、職員の旅費や訴訟代理人
となる弁護士への委託料、また、証人喚問等で必要となる
裁判所への予納金を計上するもの。（計１７１万７，０００円）

専決処分の承認を求める
ことについて�����

消防ポンプ自動車１台を取得したいため、地方自治法第９６
条第１項第８号及び湧水町議会の議決に付すべき契約及
び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定により、
議会の議決を求めるもの。

財産の取得について������

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３億２，２４４万３千
円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７３億
４，８２３万６千円とするもの。

平成２１年度湧水町一般会
計補正予算（第３号）������

水道施設の９配水池について、耐震性能一時診断を行うた
めに一般会計からの補助金と耐震性能一時診断設計業務
委託料について収益的収入及び支出それぞれ２１０万円計上
するもの。

平成２１年度湧水町水道事
業会計補正予算（第２号）������

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１５０万円を追加し、
歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７３億４，９７３万６千
円とするもの。

平成２１年度湧水町一般会
計補正予算（第４号）������

�������	


・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　湯ったり館の利用促進と施設
の充実を図るため、休憩室の増
設等工事費を計上するものです。
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　福祉施設の充実と利用促進を
図るため、シルバーケアセンタ
ーの施設整備工事費と福祉セン
ターの老朽化に対する改修工事
費を計上するものです。
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　老朽化したため池の機能回復
と、安全性向上を図るため工事
費を計上するものです。
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　老朽化したため池の機能回復
と、安全性向上を図るため、調
査測量設計及び工事費等を計上
するものです。
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　湯ったり館の利用促進と施設
の充実を図るため、設計監理、
休憩室の増設等工事費及び備品
購入等の経費を計上するものです。
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　第三回臨時会は８月３日招集され、８月１０日までの８日間の会期で開催されました。

　今臨時会では、森のやかた湯ったり館管理組合の委託契約料支払請求事件の必要経

費についての一般会計補正予算専決処分の承認と、消防ポンプ自動車（１台）購入に

伴う契約承認、さらに現下の厳しい経済・景気への対策として、平成２１年度補正予算

第１号により措置した、地域活性化・経済危機対策臨時交付金等に基づく各種事業が

予算計上され、原案のとおり可決しました。

　安全・安心な教育環境の充実
を図るため特別教室の天井扇及
び教育用パソコン等の更新経費
を計上するものです。
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　高速道路上の 跨  道 橋（４箇所）
こ どう

の 打  音 検査と補修に要する経費
だ おん

を西日本高速道路株式会社への
負担金として計上するものです。
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　住宅等用地の適正管理を行う
ため、現在取得している上場地
区と幸田地区の公営住宅等用地
造成工事費を計上するものです。
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　第三回臨時会は８月３日招集され、８月１０日までの８日間の会期で開催されました。

　今臨時会では、森のやかた湯ったり館管理組合の委託契約料支払請求事件の必要経

費についての一般会計補正予算専決処分の承認と、消防ポンプ自動車（１台）購入に

伴う契約承認、さらに現下の厳しい経済・景気への対策として、国の平成２１年度補正

予算第１号により措置された、地域活性化・経済危機対策臨時交付金等に基づく各種

事業が予算計上され、原案のとおり可決しました。

　住宅等用地の適正管理を行う
ため、現在取得している上場地
区と幸田地区の公営住宅等用地
造成工事費を計上するものです。
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